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★クラブ会長標語 
 
 
 
 
●今月の聖句　　｢鉄は鉄をもって研磨する。人はその友によって研磨される」 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　箴言第27章17節 

『第17期があと少しで終わろうとしています』 

●5月在籍者３７名 
　　　　　　　　　　第１例会　　　 第2例会 
　　メンバー　　　　　２７名　　　　１８名 
　　メネット　　　　　　０名　　　  　 ７名 
　　コメット　　　　　　０名　　　　１８名 
　　ゲスト　　　　　　　０名　　　　　５名 
　　ビジター　　　　　　０名　　　　　０名 
●月間メイキャップ者数　　　　　　　　８名 
●5月月間出席率　　　　　　　　　    91.9％ 
●BFポイント 
　  5月分　切手　　　０pt　　累計　　　０pt 
　　　　　 現金108,000円　   累計108,000円 
●ニコニコ 
　5月分　　　　 8,000円　　累計　139,007円 
●ファンド 
　5月分　　　 　　　0円　　累計　657,274円 

DATA　OF　MAY

全メンバーの今期なされたワイズダムの継
続への努力が「豊な人生の喜び」となり、
我々自身が「未来に架ける橋」となるため
に、ひとり一人が正しく評価を行い、次期
につなぐ計画を確認いたしましょう。 

6月の強調テーマ 

会長　中西　康晴 

　第17期があと少しで終わろうとしています。 
第16期　山岸会長からタスキを貰いもう少しで第18期　西田会長に
タスキを引き継ぐ処です。 
　タスキを貰ってわからんままにまい進してきましたが、YMCAの
100周年記念事業のひとつでウイングクラブがサポートしましたク
リスマスキャロルナイトが無事成功のうちに終わりましたことが非
常にうれしいです。あの雨、風、雪、そして底冷え、一時はどうな
る事やら気が気でならなかったですが、開演が出来る状態になり
1500名余りの観客が集まり盛大のうちに終わりマスコミにも取り上
げられYMCAの広報にも大変良かったと思っております。 
　新しい事業では、青い空と白い雲のキャンプ　疾病児童支援、障害児福祉協会　プール開
設　閉設ワーク、JOCSウォーカソン　二度の支援などがありました。 
　交流事業では、インドランチクラブの滞在サポート、韓国金浦クラブへの公式訪問などが
ありました。 
　私が会長標語に掲げました（今が　すべての出発点）として新しい事業、従来の事業、交
流事業のなどへの積極的な参加、そしてそこから何かをつかんで自分を高めることが出来、
それに例会、委員会への出席されてメンバーの親睦を図りメンバー一人一人が自己研鑚をさ
れたと思います。事業を参加して温かいものが得られたものだと確信しております。 
　最後に、出来の悪い会長を縦横斜めから支えていただいた三役、各委員長、そしてメンバ
ーの皆さんご協力誠にありがとう御座いました。次期会長にタスキが渡せそうです。ラスト
スパートで引継ぎを感謝。 
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第1例会 

仲良し夫婦です 

　　メンバースピーチ 
　　5月6日（木）　武村　松一 

　｢クラブへの提言｣というタイトルを引っさげてのメンバース
ピーチ｡田中Y’s、石田Y’s、亀井Y’sの３人がそれぞれ自分
の考えを披露｡この場では、字数制限もありあえてスピーチの
内容を列記するのは控えておく｡少し抽象的なテ－マゆえに｢違
うねん、あんたのここの、この部分の話が聞きたいねん！｣と
いうところが無きにしもあらずだったが、私自身全体的には納
得のいくスピーチが聞けた、と満足している｡今回の３名のス
ピーチについて、当然賛否両論があろうはずである｡テーマが
テーマなだけに当たり前の話であるが、その論争が大事なので
あろう｡たぶん答えはない｡ないというか出ない、というのが正
解か｡簡単に出てしまえば、｢ウイング｣はその｢答え｣を持って
いる｢奴｣(あえて奴、と言わせてもらうが)の独裁的私物化され
たクラブになってしまうのだ｡そのようなクラブがいかにして｢奉
仕クラブ｣(この表現も私個人は気に入ってないが)と呼ばれるに
値するのか。我が｢ウイング｣には、ヒトラ－も東条英機もビン
ラディンもフセインも金正日もブッシュも小泉も神崎も管も(今
は小沢か)､すべて必要がない｡政治的、権力的、経済的、支配的、
そういうものすべて排除した｢千差万別温故知新問題協議論争
式無回答主義的｣なクラブであることが必要になってくるので
はないだろうか？確かに、クラブには｢立法的｣要素も含まれる
と思う｡少人数でも一応｢組織｣であるから｡しかし、それを｢利用･
乱用｣してはならない｡あくまで、みんなで｢活用｣しなければ････｡ 

　　E M C 討 論 会　　 
　　4月28日（水）　野崎　智之 

　ゴールデンウイークに突入する前夜、春の暖かさを感じる中、

EMC委員会主催の「EMC討論会」が開催された。会場はパレ

スクラブ荒川氏経営の「花玄玄」で例会の約半分に相当するメ

ンバーが集まった。 

　カンパイの後、食事に入りほど良くお酒が入った頃、石田委

員長より前回のEMCアンケートの結果が報告された。ゲストを

連れて来ようとする意識、来られた時の全メンバーの対応がや

はり大切ではないかとの事。 

　ウイングは今とてもまとまりが良くメンバーにとって居心地

の良い所ではあるが、年々平均年齢が上がって行く現実をふま

えてEMCの大切さを考えなくてはならない時期に来ているので

はないでしょうか。 

　お店側との交渉の行き違いで個室での討論会が出来ずに少し

残念でしたが、又こうした機会を作って頂きたいと思います。 

第2例会 　　ファミリー例会 

　　5月23日（日）　谷口　豊 

　うす曇りのなか、今期最後のファミリー例会がリトセンにて

行われました。2家族のゲスト参加やお子さん連れのコメット

も加わり、いつもの野外例会のごとく楽しく和やかに、またリ

トセンの新緑の下で美味しいお肉やお酒をいただき、気分最高

の休日を過ごしました。 

ファンド委員会主催のオークションも佐々木委員長の頑張りで、

なんとか予定していた金額に達したようでした。委員長孤軍奮

闘ご苦労様でした。またご準備いただいたドライバー委員会の

方々もご苦労さまでした。 

少し気になったのが、メンバーの参加が20名を切っていた事で

した。（寂しい！） 

それと隣りで他クラブが障害者の方々を招いて一緒にバーベキ

ュー大会をされていたのですが、現在のウイングにはそのよう

に障害者の方と接する事業がないなぁとさびしく感じられたの

は私だけでしょうか？ 

　　18期役員研修会　　 

　　4月24日（土）　奥村　賢三 

　アッ!!又遅刻。気が付けばとうてい間に合わない。アアどう

しよう!?タケコプターが欲しい。でも無理。まあいいか？とり

あえず着の身着のまま車をぶっ飛ばしリトリートセンターへ到

着。研修会場を覗けば全員が真剣に討論中。気兼ねをしながら

中へ入れば温かなメンバーの注目の的。いつもの握手のあいさ

つで席に座り会場の雰囲気に溶ける。久しぶりの研修会の参加

に次期役員達の眼差しは熱く燃えている。来期に賭ける我がウ

イングクラブは益々発展を重ねる勢いを肌で感じる。今までの

事業の見直し、来期の新しい事業の展開。色々と各事業委員長

の討論は続く。私も次期ファンド委員長としての新たな闘志に

燃え、長年の経験を生かしワイズメンズクラブの一員として社

会の平和に貢献できる男として生き続けたいと思いました。研

修会も終わり夕食の準備。夜は更けてまだまだ討論は続く。メ

ンバー増強を目指して来期もガンバルゾー!!

こちらも仲良しです。 


